
----------7月18日----------------

※※※※ 今今今今週週週週ののののアアアアウウウウトトトトルルルルッッッックククク（（（（7777////11118888～～～～7777////22222222））））

　先週は、ＥＣ圏のソブリン債不安のイタリアなどへの拡大、米

国国債の格付け引き下げ問題などから、円高が進みました。

　リスク回避傾向が強まる中、今週もその流れが変わるには、何

か大きなキッカケがないと難しいように思います。

　

　ドル円は78.5円以下へのトライが継続しているような状況です。

一時期よりはドルへの売り疲れ感が出ているものの、格付け会社

などの動きにより、78.5円ラインのブレイクを狙う動きには引き続

き注意が必要ではないかと思います。

　

　ドル円の予想レンジは77円から81円です。

　ユーロは、ギリシャ、イタリアなどのソブリン債リスクは、ま

だ収束しそうにありません。引き続きリスク回避的な動きが強い

と思われます。ただ、ユーロドルに関しては、ドルも回避傾向が

強いため、方向感がとりづらい動きになるかもしれません。

　ユーロ円の予想レンジは109円から114円です。

　ポンド円は、少し持ち直し傾向が出ているものの、125円以下へ

のトライ体制は、継続しているように思います。ドル円次第では

大きく下げる可能性は残されているように思います。

　ポンド円の予想レンジは123円から130円です。

　今週は、トレーダーたちの夏期休暇を前に、ポジション整理的

な動きがリスク回避傾向を後押しするかもしれません。大きな理

由もなく、円高が進む可能性も考慮する必要があるように思いま

す。
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